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アカシア120
記念事業特集 第1号 母校創立120周年記念日

　　　　令和7年4月17日

120周年を迎えるにあたって
石 田 　 弓広島大学附属中・高等学校 校長

槙 本 良 二（69回）全国アカシア会 会長

　アカシア会の皆様におかれましては、本校の運営に際して日頃より多大なご
支援、ご協力を賜っておりますこと、心より御礼申し上げます。
　さて、本校創立110周年からあっという間に約9年が過ぎ、120周年まで残すとこ

ろ1年3ヵ月ほどとなりました。人の一生で言うところの還暦を二度も迎えるような大きな節目にあたり、本校
の歩みの証となる120周年記念誌の刊行に向けて、目下取り組んでおります。
　創立記念事業の趣旨は、創立以来の本校の歴史を振り返り、卒業生の皆様のご活躍に敬意を払うと
同時に、自校の果たしてきた社会的役割を再確認し、在校生および教職員が今後のさらなる発展に向
けて決意を新たにする機会であると認識しております。また、本校の存在意義や活動実績を社会に向け
てアピールしていく機会でもあり、この記念事業は広報活動としての重要な意味も有しております。
　しかしながら、昨今の本校運営経費は決して十分なものではなく、毎年多くの寄附金を保護者の
皆様からいただき、何とか運営している状況にあります。本校の経営事情をお察しいただき、120周年
記念事業におきましても皆様の多大なご支援を賜りますれば幸いに存じます。よろしくお願い申し上
げます。

友誼～時空を超えて～

　来年2025年4月に母校は、「2度目の還暦」である120周年を迎えます。恩師、
同窓生をはじめ、関係者の皆様、誠におめでとうございます。2020年から約3年
余りの間、世界中がコロナに翻弄され続け、各種活動に大きな制約がついて回
りました。同窓会活動も例にもれず、全国9つある各地域のアカシア会の会合も、

オンラインも活用しながらの開催で、何とか「アカシアの絆」を繋いでまいりました。
　初代の校長先生である長谷川乙彦先生は、大正10年発行の「会誌アカシア」に「アカシア会は実
に、ある仕事を為すための会合でもなければ、利益を獲得するための団結でもない、純乎たる情的会
合であって、互いの旧感を温め交誼を厚うするといふことの外には何物もあるまいと思ふ」と述べられ
ております。100年以上を経た今でも同窓会の意義は同じ。
　120周年記念行事をきっかけに、今こそアカシア同窓生が集い、友誼を確認しあい、「アカシアの伝
統と誇り」を後世に伝えていくことができればと心から祈っております。
　また広島の地域に根差し、地域の皆様にも支えられてこそのアカシア会でもあり、地域へのメッセー
ジも発信していけたらと考えております。
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アカシア120 記念事業実行委員会

　120周年記念事業の事務局
長として、同期の前泰弘実行委
員長をサポートし、コロナ禍で疎
遠になりつつある同窓生が笑顔
で集える記念事業になるよう努

めます。テーマに則った事業を、広く地域の皆さまにも
発信できるよう下支えができればと思っています。
　また、現在の学校施設で子どもたちに何が必要であ
るかを見定め、皆さまに納得いただける寄附金の募集
ができればと思います。皆さまのご協力とご支援をどう
ぞよろしくお願いいたします。

　高校3年生の時に70周年を
経験しました。90周年では附属
の教員として企画・実施に加わ
り、附属の歴史のスライドショー
を作りました。そして120周年で

はこの大役を仰せつかりました。
　総務部会は、アカシアの皆様からのご芳志を無駄な
く適切に扱うことと、記念式典・ピースフォーラム・記念
祝賀会に来られた皆様を暖かくお迎えするのが主な
仕事です。3名の副部会長と一致協力して、この役割
を果たしたいと思います。

　当部会は120年史の編纂を
はじめ、本事業が盛会となるよう
公式ホームページ及び特集号
を通じて広報活動を行います。
歴史と伝統のある周年事業を

記録に残し次の世代に引き継ぐことが我々の使命と認
識し、部会員12名が一丸となってこの大役を果たした
いと思います。皆さまのご協力、ご支援をどうぞよろしく
お願いいたします。

　皆さんこんにちは！寄附協賛
部会長を拝命しました87回の大
上と申します。高校卒業後、県外、
海外を点 と々し、広島には2015年
に戻ってきました。コロナ禍もありま

したが、現在は同級生だけでなくアカシアの先輩方、後輩
の皆さんとも楽しくご一緒させて頂いています。このご縁
を結んでくれた母校の120周年を盛り上げるべく、部会の
皆さんと力を合わせて活動を行って参ります。皆様のご協
力を是非よろしくお願いいたします！

前　泰弘（71回）実行委員長

アカシア120から平和のメッセージを発信！

　私たちは、これまで100周年、110周年とアカシアの歴史を着実に積み重ねてきまし
た。そして1年後にはいよいよ母校創立120周年を迎えます。それでは、どの様に迎える
のか？

　アカシアの軸足は、勿論母校のある広島にあります。同時にアカシアのスケールは「地球規模」です。アカシ
アの盟友は、世界中で活躍しています。その地球規模のネットワークの上に「アカシア会」は成り立っています。
そんな中、コロナというウィルスに世界が翻弄されました。誰がこんな事になると予想できたでしょうか。しかし、こ
のような状況になってしまったからこそ、世界中の色々な場所で、日々活躍している多くのアカシアの仲間が集
い、共に「明るい未来の創造と実現」に向けて、この度の「アカシア120記念事業」が、アカシアの強い絆を再確
認する機会に出来ればと思っております。
　コロナの影響で、失った機会を、空白となった時を、この度の120周年記念事業をきっかけに、集い、語り、誓
い合い改めて広島から真の平和を創り上げ、そして「アカシア」の新たなステージを開くべく、地域と共に、平和
のメッセージを世界に発信しましょう！

先本 賢司（71回）記念事業事務局長 田中 泉（66回）総務部会長

大上 正人（87回）寄附協賛部会長 松下 督克（75回）広報記録部会長
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アカシア120 記念事業実行委員会 組織・役員
所属／役職 氏　名 卒業回　行事運営部会の部会長を仰

せつかりました70回の川上伸一
です。母校の120周年という節
目にふさわしい行事・イベントを
開催し、アカシアの同窓の方 と々

喜びを分かち合うと共に、我々をずっと支援して下さっ
た地元広島の皆様へ感謝の気持ちを発信する場にな
ればと考えております。詳細につきましては追ってご案
内させて頂きますが、次の内容を予定しておりますの
で、奮ってご参加頂きますようお願い申し上げます。

実 行 委 員 長 前　　泰弘
副 実 行 委 員 長 熊野　義夫
副 実 行 委 員 長 大下　洋嗣
事 務 局 長 先本　賢司
事 務 局 次 長 栗栖　史匡
事 務 局 員 渡邉　創世

71
58
76
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85
90

所属／役職 氏　名 卒業回 所属／役職 氏　名 卒業回

総
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田中　　泉 66
熊野留美子 70
砂古　伸二 72
加用　雅信

部 会 長
副部会長
副部会長
副部会長 80

寄
附
協
賛

大上　正人 87
菅　基容子 73
井坂　雄幸 75
清水　満明

部 会 長
副部会長
副部会長
副部会長 78

行
事
運
営

川上　伸一 70
十川　　淳 70
楠原千津恵 78
土本　康生

部 会 長
副部会長
副部会長
副部会長 81

吉川　義篤副部会長 85

広
報
記
録

松下　督克 75
今村　彰宏 78
二井　理江 79
大薮　盛生

部 会 長
副部会長
副部会長
副部会長 86

アカシア120 記念事業特集 第1号

アカシア120記念行事予定

120周年記念式典
●時間：12：00～13：30（予定）
●会場：広島国際会議場フェニックスホール
●入場者数限定

母校主催の記念式典です。教職員と在校生が全員参加されアカシア会員に
も参加頂けるよう計画しています。
参加には事前申し込みが必要です。

アカシア120記念祝賀会
●時間：17：30～19：30（予定）
●会場：リーガロイヤルホテル広島
●参加費用：未定

アカシア120観光ツアー
●観光内容：調整中
●参加費用：未定

楽しいイベントを企画中。会員が一堂に会し、恩師・同期・先輩・後輩
との懇親が図れます。同期同士でもお一人でも参加可能です。ここに
来れば懐かしい誰かに出会えるかも !
司会：山﨑菜緒氏（広島ホームテレビアナウンサー・104回）（予定）

観光コースをはじめとする詳細につきましては、現在調整中です。
ご家族同伴でも参加できるよう計画中です。

アカシア120記念ゴルフ会
●会場：広島カンツリー倶楽部西条コース（予定）
●参加費用：未定

懇親ゴルフ会として開催予定です。
ラウンド後、ミーティングを予定しております。

アカシア120
ピースフォーラム（仮）
●時間：14：30～16：45（予定）
●会場：広島国際会議場フェニックスホール
●入場者数限定

＊「被爆ピアノ演奏」
＊基調講演「8時15分～アカシアから世界へ広げる平和のメッセージ～（仮）」
　美甘章子氏（70回）
＊映像「平和活動に尽力されたアカシアの先輩たち」（仮）
＊パネルディスカッション
＜パネラー＞広島県知事・湯崎英彦氏（75回）・美甘章子氏（70回）・
　　　　　その他アカシアOB・現役生等　予定
　司会：大下容子氏（テレビ朝日アナウンサー・79回）（予定）
※内容、出演者につきましてはすべて調整中であり決定ではありません。

4
月
20
日（
日
）

（現在計画中です。詳細は記念事業特集第2号でお知らせします。）

日程 行事名/会場/時間/費用等 内　容

令
和
7
年
4
月
19
日（
土
）

川上 伸一（70回）行事運営部会長
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アカシア120 記念事業特集 第1号

寄附・広告協賛・行事参加のお願い
アカシア120記念事業にあたり、次のような寄附・広告協賛や記念行事を計画しております。

どうかご協力の程よろしくお願い申し上げします。

お願い１　記念事業への寄附
＜目的＞
　母校創立120周年を記念して実施する、母校の設備改修・教育支援等の費用、各種行事の実施、発刊物
作成の費用補助、など120周年記念事業の実施に対する個人寄附です。110周年時の設備改修では、老朽
化した食堂のリニューアル工事に対し多額のご寄附をいただきました。

＜背景＞
　ご存じのように母校は国立大学法人の運営ですので、10年ごとに実施しております周年事業を展開する
ための費用は、大半を卒業生の寄附に頼らざるを得ません。合わせて、母校の設備改修・教育支援等の費用
も含め、同窓会として後輩の生徒たちの学ぶ環境づくりにも寄与できればと考えます。

＜使途＞
　詳細な使途につきましては現在大学当局および附属学校側と協議を重ねております。尚、記念事業全般
についての寄附金は、個人では寄附金控除（として所得控除）、法人は損金算入の適用が可能になる見込み
です。詳しくは、次号（第2号）にてご説明し、合わせてご寄附のお願いを行う予定です。

お願い2　広告協賛の募集
＜目的＞
　今回の母校創立120周年を記念して実施する各種行事、発刊物などへの費用補助を目的にした広告協
賛です。

＜広告掲載先＞
　記念ガイドブック、記念事業特集号

お願い3　記念行事への運営・参加
＜目的＞
　各行事へのご出席や、運営のお手伝いなどへの積極的なご参加をお願いいたします。この120周年記念
事業を通じて、新型コロナで疎遠になりつつあった附属卒業生が一堂に会し、恩師、先輩、後輩、そして同期
との旧友を温め、附属パワー、アカシアパワーを結集しましょう。

＜内容＞
　本誌3頁に記載するアカシア120記念行事の開催を計画しております。




